
令和６年度業務実績評価(案)修正箇所

項目番号 項目名 評価 修正前（第2回分科会時点） 修正後 修正内容

2 依頼試験・機器利用 A

■ 利用件数が年度計画目標値の27 万件を上回り、かつ、前年度を上回る実績と
　なった。
 

■ 機器利用システムの導入を、多摩テクノプラザに加えて本部でも開始し、対
　象機器を拡大することにより、利用者のサービス向上を図っている。
 
■ 利用者ニーズに応えて試験項目の見直しを随時実施し、新たな試験項目を29
　項目追加した。
 
⇒ 中小企業の利用ニーズや技術動向を捉え、試験項目の追加や、機器利用の利
　便性を高める取組などにより、技術支援の質が一層向上することを期待する。

■ 利用件数が年度計画目標値の27 万件を上回り、かつ、前年度を上回る実績と
　なった。
 

 

■ 機器利用予約システムの導入を、多摩テクノプラザに加えて本部でも開始し、対
　象機器を拡大することにより、利用者へのサービス向上を図っている。
 
■ 利用者ニーズに応えて試験項目の見直しを随時実施し、新たな試験項目を29
　項目追加した。
 
⇒ 中小企業の利用ニーズや技術動向を捉え、試験項目の追加や、機器利用の利
　便性を高める取組などにより、技術支援の質が一層向上することを期待する。

脱字修正

13 支所における支援 A

■ 各支所において、それぞれの技術的な特性と強みを生かした技術支援や共同
　研究を行うことで、多様な製品の開発に貢献している。
 
■ 多摩テクノプラザにおいて、多摩地域の商工団体や信用金庫との連携を強化
　する取組を行うことで、それらの団体と並走した中小企業への技術支援を行っ
　ている。
 
■ 墨田支所と食品技術センターが連携し、感性工学と微生物関連技術の相乗効
　果を発揮することで、製品開発に貢献している。
 
⇒ 支所の所在地域の産業特性や中小企業ニーズを的確に捉えた上で、各支所が、
　その強みを活かした支援の充実に取り組むことを期待する。

■ 各支所において、それぞれの技術的な特性と強みを生かした技術支援や共同
　研究を行うことで、多様な製品の開発に貢献している。
 
■ 多摩テクノプラザにおいて、多摩地域の商工団体や信用金庫との連携を強化
　するため、専門の相談窓口を新たに開設し、それらの団体と並走した中小企業
　への技術支援を行っている。
 
■ 墨田支所と食品技術センターが連携し、感性工学と微生物関連技術の相乗効
　果を発揮することで、優れた防災関連製品の開発に貢献している。
 
⇒ 支所の所在地域の産業特性や中小企業ニーズを的確に捉えた上で、各支所が、
　その強みを活かした支援の充実に取り組むことを期待する。

文言修正
（ご意見を反映し、高評価であることが
より伝わる文言に修正しました。）

16 情報発信の推進 B

■ オンラインによる研究発表会等の実施率及び広報誌等の紙媒体のデジタル化
　率は、ともに前年度に引き続き中期計画の目標を達成している。
 
 

■ ウェブサイトのリニューアルによってアクセシビリティを向上させるなど、
　利用者目線での効果的な情報発信の取組を実施している。
 
■ 都産技研の研究成果が共同研究等に活用されることを促進するため、研究発
　表会の実施方法の見直しに取り組んでいる。
 
⇒ 都産技研の一層の利用促進につながるよう、様々な広報媒体の活用や積極的
　な中小企業との交流により、支援内容や研究成果等を効果的に発信することが
　望まれる。

■ オンラインによる研究発表会等の実施率及び広報誌等の紙媒体のデジタル化
　率は、ともに前年度に引き続き中期計画の目標を達成している。
 
 

■ ウェブサイトのリニューアルによってユーザビリティを向上させるなど、
　利用者目線での効果的な情報発信の取組を実施している。
 
■ 都産技研の研究成果が共同研究等に活用されることを促進するため、研究発
　表会の実施方法の見直しに取り組んでいる。
 
⇒ 都産技研の一層の利用促進につながるよう、様々な広報媒体の活用や積極的
　な中小企業との交流により、支援内容や研究成果等を効果的に発信することが
　望まれる。

適切な文言への修正

資料１－3


